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本小論は，『徒然草』より吉田兼好の an ihm1 すなわち作風等について鑑賞批評を行うことを目









































































































「Kant は受動的な感性から感覚が生じると見た」（1922, p.159, p.172）とする。本小論は，感性は


















































体操の世界選手権金メダリストの村上茉愛が，テレビインタビュー7 にて，最高 H 難度の「シリ


























を持つこと」の重要性が指摘される。Blanchard & Peale は，企業倫理にかなった意思決定を行う
ための原則の一つとして「パースペクティブ（大局的視野），つまり一定の与えられた状況の中で














































































Wenn ich allein und in Muße bin, sitze ich den ganzen Tag vor meinen Tuschkasten und schreibe
alles, was mir durch den Kopf geht, ohne Zusammenhang und ohne eine bestimmte Absicht auf.








12 Vildrac の『商船テナシチー』（1953, p.47）より引用。
What a strange, demented feeling it gives me when I realize I have spent whole days before this


















































































































































































































このパターンに属するその他の段 第二十一段，第二百十五段，第二百七段 計 5 段
図表. 「もしかしたら」に気づこうとの努力の対象＝「現状」，予防の対象＝◯古きからの価値























































































































このパターンに属するその他の段 第二十五段，第三十一段 計 4 段
図表. 「もしかしたら」に気づこうとの努力の対象＝「感情」，予防の対象＝◯古きからの価値
















































































































このパターンに属するその他の段 第二百三十一段 計 3 段
図表. 「もしかしたら」に気づこうとの努力の対象＝「環境」，予防の対象＝◯古きからの価値
























































図表. 徒然草の感性及び OODA ループ，PDCA サイクルの予防効果比較
事 案 対 象 徒然草の感性 OODA ループ PDCA サイクル
雪印 氷柱の落下 〇 △ ×
アスクル 防火壁の不具合 〇 △ ×
登山研修 雪崩の発生 〇 △ ×




1 1 段 貴重な時間を大切にし，価値に結び付くよう努力し，その後に共有化を図る。

































項番 素 材 モデルの特徴 マネジメントへの応用
◯ 『徒然草』 一元主義（因果論) 感性で原因に気づき予防に活かす
◯ 『論語』 多元主義（流転) 感性で先々の事象発生を見通し予防に活かす
◯ 『君主論』 起ることを前提 発生が科学的に裏付けられていなくても予防
◯ 『シェークスピア』 海事実務応用 シナリオから応用ノウハウを感出できる
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